
シリーズ講座 の
ご案内

4月 ～ 9月

６ ヶ月シリーズ講座 ｜初めての茶の湯

単にお茶を飲むだけの行為が芸術にまで高められた茶道。習ってみたいけど…難しい作法はあるしと尻込みをしてしまいがちですね。
「少しは触れておきたい」「日本人として、正しいお作法を身につけたい」など、茶道を習いはじめるきっかけは人によって様々ですが、始めてみると思っていた以上
に楽しくなるのも茶道の極意です。淺沼先生がその人に合わせて優しく教えてくださいます。ぜひ始めてみませんか？
(茶巾を各自ご購入の上、袱紗など一式をお持ちください。また､先生のご都合により日時が変更になる場合がございます)

参加費 会員 ビジター12,600円 15,600円

講師 淺沼 宗博
茶道裏千家名誉師範
皇學館大学現代日本社会学部特別招聘教授

定員 20名

（各日）  13：00 ～ 15：00

４月２０日（土） ７月２７日（土）５月２５日（土） ８月２４日（土）６月２２日（土） ９月２８日（土）

（６回分、茶菓代・材料費含む）

※コロナウイルス感染防止対策のため、茶巾は各自購入していただき、袱紗なども含め持ち物の貸し借りをせず、マイ茶巾をお使いいただくことになります。

６ ヶ月シリーズ講座 ｜茶の湯つれづれ噺 ～お茶とお菓子とともに～

講座では皆でお茶を点てて五十鈴茶屋製の季節のお菓子をお楽しみいただきます。今回のシリーズは、書院茶が生まれた時代背景や、わび茶が大成されるまで
について、人物を中心に、みなさんと共に考えたいと思います。きっと、新しい発見があります。（進み具合など諸事情により講義内容を変更することがあります）

参加費 会員 ビジター9,900円 12,900 円

講師 淺沼 宗博
茶道裏千家名誉師範
皇學館大学現代日本社会学部特別招聘教授

定員 20名

（各日） 18：30 ～ 20：00

４月１８日（木）
「書院茶が生まれた時代背景」①
足利義満と足利義教

三代将軍足利義満の時代に、明との貿易を開始。絵画や掛物、陶磁器の唐物を将軍家に
集めました。これらの道具を効果的に飾る必要ができ、床の間が生み出され、この床の間
を基準として、日本式の茶礼が考案され、書院茶が確立されました。このあたりに焦点を合
わせて考えてみたいと思います。

５月１６日（木）
「書院茶が生まれた時代背景」②
八代将軍足利義政

八代将軍足利義政の時代に、応仁の乱が勃発、実子義尚が時期将軍になります。居場所
を無くした義政は茶の湯等の趣味の生活に生きがいを見つけます。そして、東山に銀閣寺
を造り持仏堂である東求堂から東山文化が生み出されます。この東求堂内部に四畳半の
自身の書院があり、これが茶室の始まりといわれています。一緒に考えてみましょう。

６月２０日（木） 「わび茶の開祖‐村田珠光‐ 」

村田珠光は、只飲むだけの「飲茶を主体とした茶」と「道具の鑑賞を主体とした茶」に精神
性を加えた茶の湯に変革。このことが、わび茶の芽吹きとなります。この茶の美学を基に、
思想や道具や点前を通して一つの形に仕上げたのが村田珠光です。15世紀後半、珠光の
創始によるとされる「わび茶」が誕生します。わび茶の開祖といわれる所以です。

７月１８日（木） 「わび茶の確立者‐武野紹鴎‐ 」

武野紹鴎は村田珠光の門下に茶を習いわび茶を追求。また、和歌を三条西実隆に習い、
和歌の理念・思想である「枯れかじけて寒かれ」「冷・凍・寂・枯」を茶の湯に取り入れ、茶の
湯を「わび」という精神をもった「道」に昇華していきます。わび茶の確立者といわれることに
ついて、みなさんと共に考えてみましょう。

８月２２日（木） 「わび茶の大成者‐千 利休‐ 」

千 利休の目指した茶の湯は、珠光・紹鴎以来のわび茶、草庵の茶に「心味の無味の境」を

求める求道性の強いものでした。茶室を四畳半から三畳、一畳台目の小間にして、にじり
口を設け、露地をもてなしの空間とするなど画期的な変革をし「わび茶」を大成しました。
客として訪れ、退室するまでの全てを充実した時間とする「総合芸術」として完成させました。

９月１９日（木）

堺という町は15～16世紀、各国との貿易や貿易品の国内への流通拠点として栄え、当時

の商人たちは、店や屋敷の裏に茶室をつくり「市中の山居」を求めました。この時代の豪商
で今井宗久・津田宗及・山上宗二の3人がおり、いずれも、織田信長や豊臣秀吉の茶頭で
した。この3人の茶頭の生涯や茶の湯に与えた影響などを考えたいと思います。

（ ６回分、茶菓代・材料費含む）

６ ヶ月シリーズ講座 ｜伊勢根付つくりに挑戦！

伊勢みやげとして一世を風靡した「伊勢根付」。これは朝熊黄楊という伊勢にしかない材料に恵まれていたからです。
手で撫でているうちに色はあめ色に変化し艶を増し、すべすべ感がなんともいえない癒しをもたらします。刃物の使い方を覚えるためのペンダントトップ作成から始
めて、先生の丁寧な指導のもと根付け作成へと進んでいきます。（彫刻刀セットをお持ちください、お持ちでない方はご相談ください）

参加費 会員 ビジター10,800円 13,800 円

講師 中川 忠峰 国際根付彫刻会伊勢支部長

定員 15 名限定

（各日）  18:30 ～ 20:30

４月１２日（金） ７月１２日（金）５月１０日（金） ８月９日（金）６月１４日（金） ９月１３日（金）

（６回分、材料費含む）

公益財団法人 伊勢文化会議所 五十鈴塾事務局
〒516-0026 三重県伊勢市宇治浦田1丁目5番3号 [TEL] 0596-20-8251 [FAX] 0596-20-8253

【お申込み】
★申込受付時間は9：00～17：00です。お一人様、何講座でも受講いただけます。

 

【お申込み方法】
①五十鈴塾事務局の窓口
②電話・FAX

③五十鈴塾ホームページ（インターネット）

【参加費】
★当日、受付にてお支払いください。
★現金または振込み（手数料は入金者負担）でお支払いください。 

※講座申込者が10名に満たない場合は中止させていただきます。
※講師の都合、その他により講座内容等を変更になる場合があります。
※お申込みの講座をキャンセルされる場合は、当塾のキャンセルポリシーに

 基づきキャンセル料が発生いたします。お申込みの際にご確認ください。

「三人の茶頭」
今井宗久・津田宗及・山上宗二
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